
■ 開催日時： 2 月 24日（金）13:30～17:00

■ 会 場： ベルサール新宿グランド5階 Room D
〒 160-0023 東京都新宿区西新宿8-17-3
住友不動産新宿グランドタワー

■ アクセス： 丸の内線 西新宿駅 1番出口 徒歩3分
大江戸線 都庁前駅 E4出口 徒歩7分
大江戸線 新宿西口駅 D4出口 徒歩11分
JR線、小田急線、京王線 新宿駅 西口徒歩15分
丸の内線・大江戸線・ 新宿線 新宿駅 西口徒歩15分

http://www.bellesalle.co.jp/room/bs_shinjukugrand/access.html

■ 共 催： 日本オラクル株式会社、TIS株式会社

■ 定 員： 100名
■ 対 象： 業務システムおよび基盤システムのご担当者、 プロジェクトマネージャ、責任者

※ 競合企業、ご同業者の方のご参加はお断りさせて頂く場合がございますので、あらかじめご了承ください。
※ お申込多数の場合は、上記対象者の方を優先させていただく場合がございます。

■ 費 用： 無料

■ 締め切り： 2月 24日（金）10:00まで

■ お問合せ： TIS株式会社 エンタープライズソリューション営業部 マーケチーム 担当：河口、持田

TEL：03-5337-4345 E-mail：sol@tis.co.jp

■ お申込み  http://www.tis.co.jp/seminar/seminar/201702_07.html

(受付 13:00～)

概要・開催スケジュール

プログラム詳細は、裏面へ

国内企業のグローバル進出やM＆Aや企業の統廃合が加速化しています。 それと同時に企業ITシステムに対する
セキュリティの脅威も日々増加し、 企業グループ全体のセキュリティ強化対策が急務になっています。

従業員、パートナー、顧客などのID情報を、利便性を損なわず、効率良くセキュアに管理するにはいかなる取り
組みをしていくべきなのか・・・。

本セミナーでは、製造業のお客様向けに、IDアクセス管理、ID管理を中心に、LIXIL様の導入事例から、実際に
ご導入を検討いただく際のアプローチおよびご提供できる製品および実装サービスまで、詳しくご説明いたしま
す。是非お運びください。

顧客事例から学ぶ、
グローバル製造業のID管理の
課題と対策

【基調講演】株式会社LIXIL(リクシル)様 ご登壇！

【日時】2017年 2月 24日 (金) 13:30～17:00 （受付 13:00～）
【会場】ベルサール新宿グランド
【共催】日本オラクル株式会社、TIS株式会社



■ お申込み  http://www.tis.co.jp/seminar/seminar/201702_07.html

プログラム ※ プログラムは変更される場合がありますので、予めご了承ください。

13:30-13:40

15:50-16:30 TISにおけるID・認証管理システムにおける導入アプローチ、取り組み

ご挨拶

15:00-15:10 休憩

14:20-15:00

ビジネスのグローバル化が一般的になっており、ID管理への要件が複雑化しID管理の煩雑さや運
用コストなどの課題が顕著になってきました。特にグローバル企業にとってEU一般データ保護規
則(GDPR)対応は必須となっています。本セッションでは、グローバル企業において実現すべき
ID管理とその課題について、EU一般データ保護規則（GDPR）の最新情報を踏まえながらご説明
いたします。

グローバル企業が実現すべきID管理
～EU一般データ保護規則（GDPR）対応の課題と対策

13:40-14:20

LIXILは、日本国内に留まらずグローバル環境においてM&Aなどの企業統合を行って来た経緯があります。
将来もLIXILグループ全体を横断的に統括しながら、それぞれの事業を成長させることが必要になります。
今回は、LIXILにおけるID管理基盤構築プロジェクトの経験をお話します。グローバル展開を視野に入れ、
現状のシステムの課題をレビューしながら、あるべき姿を整理し、その目標に向かって、どのように進めて
来たか、さらに将来の目標についてご紹介します。

【基調講演】LIXILにおけるグローバルID管理基盤構築に向けた取り組み

株式会社 LIXIL 情報システム本部 技術開発部 部長 吉岡 靖 氏

PwCコンサルティング合同会社 Technology Consulting 畠山 誠 氏

TIS株式会社 産業事業本部 エンタープライズソリューション事業部 データマネジメントソリューション部

エキスパート 村松 資大
主任 島田 伸二

ID・認証管理の分野は、ID・認証管理そのものが抱える課題に加え、グローバル化やシステム基盤の多様化
が、課題のリスクを増大させる要因となっており、早期にこれらのリスクを緩和する対策が必要となってい
ます。
弊社の導入実績、保有するソリューションから課題解決に向けたアプローチをご説明いたします。

16:30-16:55 質疑応答

15:10-15:50 クラウドを活用したID管理・アクセス管理を成功させるための勘所とCASB入門

16:55-17:00 閉会のご挨拶

最近、アクセス管理・ID管理に関してオンプレミスの既存資産を活用しながらクラウドへの展開を検討され
ている企業が増えています。Oracle Identity Cloud Serviceの特長と活用のパターンおよびメリットを説明
します。また、クラウド環境の可視化などで話題になっているCASB (Cloud Access Security Broker)の特
長に触れ、シャドーITの発見やコンプライアンス遵守などの有効性について解説いたします。

日本オラクル株式会社 クラウド・テクノロジー事業統括 Fusion Middleware事業本部 ビジネス推進部
担当シニアマネージャ 佐々木 政和

日本オラクル株式会社 執行役員 クラウド・テクノロジー事業統括
Fusion Middleware 事業本部長 本多 充


